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Itisnotdi伍culttodetectscotochromogenicmycobacteriainclinicalspecimensbycultivations,

butitisnoteasytodetectotheratypicalmycobacteria.Itisdesiredtofindasimplemethod

forscreeningofthemycobacteriaotherthanルf.tuberculosisand1Vbovis.Theseniorauthor

presentedpreviouslythesalicylaτemediumandthehydroxylamine(NH20H・HCI)medium

asusefulaidsfordifferentiationofルf.tuberculosisandル1.bovis(Tsukamura,M.lAmer.

Rev.Resp.Dis.,86:81,1962;Tsukamura,M..J.Bacteriol.,90556,1965).Inthepresent

study,weusedthesemediaforthedetectionofatypicalmycobacteriainclinicalspecimens

andobtainedgoodresults.

Themediawereusedincorporatedinseriesofmediumforthedrugresistancetests.The

mycobacteriaotherthantuberclebacilli(M.tubeγculosisandルf.bovis)、veredetectedonthese

mediaasorganismsshowinggrowthsimilartogrowthoncontrolmedium.

TheresultsareshowninTable1.Wecouldfindfivecasesexcretingatypicalmycobacteria

intheirsputum(MoriwasfoundinJanuary1967).PatientMoriandpatientUsuiexcreted

onlyonce,patientMiyajiandpatientTsutsuifourtimesandpatientYoshidasixtimes.

ThesestrainsisolatedshowedcharactersasshowninTable2.StrainsMiyaji,Usuiand

Moriwereidenti且edasル1.tel'"ae,strainTsutsuiasAcf.ηoz,㍑ ηz,andstrainYoshidaas∠V.

〆b吻 伽 〃zsubsp.runyonii。SincestrainYoshidawasdescribedpreviously(Tsukamura,M.,

Tsukamura,S.&Itasaka,Y..Kekkaku,42:213,1967),thepresentstudydealswithstrains

MiyajiandTsutsui.Modeofexcretion,formofdiseaseandchemotherapyareshowninTable

3.

Thesecases,MiyajiandTsutsui,weresuggestedtohaveaborti、 でinfection、 、-ithM.terプ でzo

orAI.novum・Thereasonforthissuggestionisasfollows:(1)Aokietal.(Aoki,M.,Osato,

*FromtheNationalSanatorium,ChubuChestHospital ,Obu,Chita-gun,Aichi-ken,Japan.
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T.&Kudo,S.:Jap.J.ChestDis・,25:814,1966)suggestedfromtheirstatisticalobser、 ・ations

thatexcretiorlofmorethanthreetimesofatypicalmycobacteriafromthesamepatientis

probablyduetosomethingmorethansimplecontamination.PatientsMiyajiandTsutsui

excretedfourtimesM.terraeandM.novum,respectively;(2)ThesecasesexcretedonlyルT・

terraeorM.novum,tuberclebacillibeingnotobservedafterJanuary1966;(3)Thecasesshowed

astrongerreactiontononphotochromogenGamoh一 πthandidtoH37Rv一 π(TheresultsupPorts

aninfectionwithstrainMiyaji,as、M.terraeformstheルf.avium-groupwithM.加 〃 αごθ〃ulare

(pathogenicnonphotochromogen);(4)Thesecasesshowedagoodgeneralconditionandhadold

non-cavitarylesionswithbronchiektasia.

Appendix.Amongisolatesobtainedin1962,wefoundastrain(Inoue)of.ル1.pardヴbrtuitu"c.

ThisorganismisasoilMycobacteriumandhasfirstbeenfoundinsputum.Thecharacters

ofthisstrainareshowninTable2.

Anidenti丘cationtablewhichweusepreliminarilyforunknownmycobacteriaisshownas

anappendixtable.

Conclusion

ThesalicylatemediumandtheNH20Hmediumareusefulforscreeningofatypicalmyco-

bacteriafromclinicalspecimens.

Threecaseswhohadbeenbelievedtobeexcretingtuberclebacilliprovedtobeexcreting

ル1.ノbγ 加 伽m,M.terraeor114.novumbyuseofthesemedia.

ItwassuggestedthatM「.terγaeandルf.novummightcause"abrotiveinfection"atrespi-

ratOrytrUCt.

緒 言

既 報 のわ れ われ の 研 究 に よれ ば,わ が 国 で 分 離 され た

pathogenicscotochromogensは 、MJ,cobacteriumscrofu-

laceum(M.aquae)に 属 す る1)～4)。す な わ ち わ れ わ れ は

M.scrofulaceum(M.aquae)をanewspeciesと 認 め

た い 。 最 近,同 じ意見 がBe15)に よつ て も 発 表 され た 。

一 方pathogenicnonPhotochromogensす な わ ち

"Batteybacilli"に 関 して も
,最 近Runyon6)が こ れ

をMycobacteriumintrace"ulareな るspeciesと して

認 め る こ とを 提 案 して い る。 わ れ わ れ は こ の 命 名 に は な

お 問題 が あ る とは 思 うが7)8),便 宜 的 な 意 味 で こ の 命 名

を 用 い る こ とに 反 対 は な い 。 い ま,か りに この 名 称 を便

宜 的 に採 用す る とす れ ば,わ が 国 分 離 の"Batteybacilli"

と 米 国分 離 の"Batteybacilli"の 間 に 差 は 認 め られ な

い の で7)8),わ が 国 の"Batteybacilli"も 一 応M.intra-

ce〃ulareに 含 まれ る と思 わ れ る。

以 上 の所 見 か らす る と,い ま ま でわ が 国 で分 離 され た

slow-growing,pathogenicmycobacteria(た だ しM.

tuberculosis,M.bovis,M.kansasiiを 除 く)は,こ

と ご と くM・scrofulaceum(M.aquaの ま た はM.intra-

ce〃ulareで あ る とい うこ とが で き る。

と こ ろが わ れ わ れ が 呼 吸 器 疾 病 を 有 す る患 者 の喀 疾 に

見 出 され る抗 酸 菌 を精 査 す る間 に,上 記 のM.scrofula一

ceum(M.aquae)ま た はM.intracellulareの い ずれ

に も属 さない菌株が発見 され た。 これ らの菌株 が病源性

を発揮 した とい う確証 はまだ得 られな いに して も,た ん

な る外界か らの迷入菌 とも考 え られぬ点が あ るので,本

報 では これ ら菌株 の出現状 況を報告 した い。 またわれわ

れ は先 に 東 村 が 発 表 した 「salicylate培 地」9)お よ び

「NH20H培 地」10)を臨床材料 に応用 し,臨 床 材 料 か ら

「非定型 抗酸 菌」 を見出す のに有用な方法 と考 え るにい

たつ たのでこれ について も報告す る。

実 験 方 法

Mycobacte「iumtube「culosisお よびM・bovis以 外 の

抗 酸 菌 を 識 別 す る の に 有 用 な 方 法 と して,東 村 が 発 表 し

たsalicylate培 地9)11)お よびNH20H培 地10)を1966年

8月(一 部 の 患 者 に は7月)か らroutineworksの 一・

つ と して使 用 した 。 す な わ ちsalicylate(500mcg/ml)

培 地 お よびNH20H(125mcg/ml)培 地 を耐 性 検 査 用 培

地 と と もに一 組 と して 使 用 した。

も と も とsalicylate培 地 はsodiumsalicylateO.5

mg/m1お よび1・omg/mlを 含 む1%小 川 培 地 で
,

controlの1%小 川 培 地 と と もに3本 一 組 で使 用す る も

の で あ つ た が,今 回 はo・5mglmlsalicylate含 有1%

小 川 培 地 の み を 用 い た。COntrOlは 耐 性 検 査 用 のCOntrOl

培 地 を共 用 した 。salicylate培 地 はM.tuberculosisお
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Table1. NH20HMediumandSalicylateMediumasAidsforDetectionofAtypical

MycobacteriainClinicalSpecimens

Numberofculturesthatshowedthepositivegrowthon:

NH・ ・Hm・dium(・ ・125mg・m1)lSali・ylat-・dium(・ ・5mgm1・

August1966

September1966

0ctober1966

November1966

December1966

2/101(*1)

2/78(*2)

2/77(*3)

O/44

3/76(*4)

4,・101(*5)

2、78(*6)

277(*7)

Sputumspecimenswereaddedwithanequalvolumeof5%KOHsolutionanddissolvedbyallowingtostandat

37℃for30minutes.ThealkalizedsputumwasinoculatedtotheNH20Hmediumandthesalicylatemediumwith

aspiralloopwas(0.02m1)andincubatedat37℃for6weeks.Thesamegrowthasseenoncontrolmediumwith-

outagentwasregardedasthepositivegrowth.Evenifsomegrowthoccurredonthetestmedia,itwasnot

readaspositive,whenitwasmuchlessthanthegrowthoncontrolmedium.

Identi員cationbyfurtherinvestigations:T=M.tttberct`losis;N=Nonphotochromogen;F=,ll.fo〃z4〃 〃フ〃.

(寧■)YoshidarF、andUsui(N).(寧2)Yoshida(F)andTsutsui(N).e3)Yoshida(F)andTsutsui(Nノ(*4)

Yoshida(F),Teranishi(T)andKojima(T).(串5)Yoshida(F),Usui(N),Miyaji(N)andFukaya(T).(零6)

Yoshida(F)andTsutsui(N).(*7)Yoshida(F)andTsutsui(N).

よびM.bovisの 発 育 を許 さな い が,他 の 抗 酸 菌 ば 発 育

す る。o・5mg/mlsalicylate培 地 に は ・M.tuberculosis

お よ びM・bovisの 一・部 が 発 育す る こ とが あ るが,対 照

よ り著 明 に 発 育 量 が 少 な い の で 区別 で きる。

NH20H培 地 はNH20H-Hcl62.5mcg/m1,125mcg/

ml,250mcgi'mlお よび500mcg'mlを 含 む4種 で あ る

が,本 報 の 研 究 で は125mcg/mlNH20H培 地 のみ を使

用 した。 こ の培 地 で はM.kansasiiの 一 部 お よび ご く

少 数 のそ の 他 の 抗 酸 菌 株 が 発 育 を 阻 止 され る こ とが あ る

が,M・tuberculosisお よびM・bovis以 外 の抗 酸 菌 は発

育 し,ルM.tuberculosisお よびM.bovisは 発 育 しな い 。

した が つ て この 培 地 に 発 育 す る菌 は確 実 にM・tuberCU・

losisお よびM・bovis以 外 の 抗 酸 菌 で あ る。

以 上 のsalicylate培 地 ま た はNH20H培 地 に 発 育 し

た菌 株 は,分 離 保 存 して 既 報12)の 方 法 に よつ て 検 査 し

た。 こ の ほか に"M.avium-group"内 の 区 別 に 有 用 な

「91utamate-N源 存 在 下 で の 炭 水 化 物(glucose,fructose,

sucrose,acetate,succinate,malate,pyruvate,malo-

nate,fumarate)の 利 用」13)をも検 査 した 。

実 験 成 績

Salicylate培 地 お よびNH20H培 地 に よ る非 定 型 抗

酸 菌 のscreening

国 立 療 養 所 中 部 病 院 検査 室 で は,こ れ までnonphoto・

chromogensを 発 見 した こ と は なか つ た が,salicylate

培 地 お よびNH20H培 地 にcontrolと ほ ぼ 同等 に 発 育

す る菌 株 をpickUPす る こ とに よ り,次 の5例 の 患 者

か ら非 定 型 抗 酸 菌 の喀 出 を 認 め る こ とが で きた 。screen-

ingの 状 況 は 表1の とお りで,こ う してscreeningさ

れ た 菌 株 はわ れ われ の 研 究 室 の 「同 定 ス ヶ ジ ュ ー ル」 に

よつ て 同定 した 。わ れ わ れ の使 用す るprimarygrouping

用 のtableを 参 考 に 添 付 す る(ApPendixTable)。

非 定 型 抗 酸 菌 の排 泄 を 認 め た 症 例 。(1)吉 田(女)

(9rouPIV),(2)臼 井(女)(groupIIL,(3)宮 地(男)

(groupIIIノ,(4)筒 井(男)(groupIII),(5)森(女)

(groupIII)(た だ し森 株 は1967年1月 に 発 見)。

以 上 の 中 で 吉 田 株 に つい て は 既 報14)し た の で,本 報 で

は 他 の4株 に つ い て 記 載 す る。 この ほ か に 過 去 にspora-

dicisolatesと して 分 離 され たstotochromogens(検 査

室技 術 者 の 判 定)を 精 査 す る間 に 発 見 さ れ た λ∫.ραγα一

fOl'tuitUM(井 上 株)に つ い て も記 載 す る。M.Parafortui・

tumがsporadicisolateと して喀 疾 中 に 見 出 され た 報

告 は な い か らで あ る。

す な わ ち 「salicylate培 地 」 お よび 一NH20H培 地 」

の 使 用 に よ り,従 来 困 難 で あ つ たnonphotochromogens

の 発 見 が 容 易 とな つ た こ とを強 調 した い。

Sporadicisolate-nonphotochromogensの 細 菌 学 的

性 状

「salicylate培 地 」 お よび 「NH20H培 地 一 に よつ て 発

見 され た 筒 井 株 宮 地 株,森 株,臼 井 株 ば い ず れ も

sporadicisolatesに 属 す るも の で,排 泄 回 数 は,筒 井 株

と宮 地 株 が4回,森 株 と臼 井 株 とが1回 て あ る。 これ ら

4例 の患 者 は1966年 に は1回 も結 核 菌 を 排 出 して い な

い 。 排 出 コ ロニ ー数 は1～20コ ロ ・一一 で あ る(森 株1

回1コ ロ ニ ー,臼 井 株1回3コ ロ ニ ー,筒 井 株 お よび 宮

地 株 は表3参 照)。

井 上 株 は1962年5月1回 の 排 出 で,排 泄 コロ ニ ー数

は,25コ ロニ ー で あ つ た 。

以上 の菌 株 の 細 菌 学 的 性 状 は 表2に 示 す とお りで,筒

井 株 は ルf・novum15),宮 地,森,臼 井 株 は 」∫.terrae16)～191

と同 定 され た 。 い ず れ もpathogenicnonphotochromo-

gensと して 今 ま でに 報 告 さ れ たM.intrace〃Ztlareの

範 疇 に は 入 らな い も の で あ る。

な おM・terraeに つ い て は,Wayne2{り もわ れ わ れ と
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Table2.PropertiesofSporadic
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(串■)
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(申3)
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Colonialmorphology.S=SmoothR=Rough

Growthrate。s=slowr=rapid

AmidasesaccordingtothemethodofB6nicke.Incubationtime〆37C):16hours.A=acetamidaseB=

ben2amidaseU=ureaseI=isonicotinamidaseN=nicotinamidaseP=pyrazinamidaseS=salicylamidase

A11=allantoinaseS=succinamidaseM=malonamidase

Utilizationoforganicacidsassolecarbonsourceforgrowth.A=acetateC=citrateS=succinateM=

malateP=pyruvateB=benzoateMo=malonateF=fumarate

Utilizationofcarbohydrates(otherthanorganicacids)assolecarbonsourceforgrowth.G=glucoseF=

fructoseS=sucroseMニmannoseG=galactoseA=arabinoseX=xyloseRh=rhamnoseT=trehaloseI=

ほ とん ど同 時 に ルτ諸 卯 γαθ を 新 菌 種 と して 報 告 して い

る。WayneのM・terraeと わ れ わ れ のM.terraeと

が 同 一 種 か ど うか は い ま だ決 定 で きな い が,わ れ われ の

考 え で は 同 一 で あ る ご と く思わ れ る。 な お この 命 名 の 優

先 権 に つ い て は 現 在 問 題 が あ る。 は じめ東 村16)は この 菌

をM.nonchromogenicumと 呼 ん だ が,後 に これ をM.

terraeと 変 更 した17)。 この変 更 が 認 め られ な い もの で あ

れ ば,こ の 菌 はM・nonchromogenicumと 呼 ぶ べ ぎで

あ ろ うか,い まの と こ ろMterraeと 呼 ん で お く。

東 村16)～19)は先 にM.terraeのamidasepatternと し

て,B6nicke21)の10種 のamidasesが す べ て 陰 性 と記

載 した が,菌 量 を増 加 した り,培 養時 間 を 延 長 す る と,

一一一/f-E:の菌 株 はnicotinamidaseお よ びpyrazinamidase

が陽 性 とな つ た。 こ こ に あ げ た 森 株 は 比 較 的 この2つ の

amidasesが 強 く,既 述 の 方 法 で も陽 性 とな つ た 。

臼 井 株 はurease陽 性 で こ》,るが,他 の 性 壮 は ルf.terrae

と一 致 す るの で,・一一応 ・1f・terraeと 判 定 した 。M.terrαe

var.ureolyticumと1、 ・う命 名が 適 当 と思 わ れ る。

宮 地 株 はM・terraeと して問 題 な い と 思 わ れ る。

GroupIIInonphotochromogensの 中 で,M.avium,M.

scrofulaceum,M.intrace"ulareな どす べ て 硝 酸 還 元

陰 性 で あ るが,M.terraeの 中に は 陽 性 の も の が あ る。

宮 地 株 も硝 酸 還 元 陽 性 の点 で 特 徴 が あ る。

井 上 殊 はM.Parafortuitumと 同 定 され た が,こ の 菌

種 が 人 の 喀 疾 の 中 に 発 見 され た の は,は じめ て で あ るの

で こ こに 記 載 す る。 わ れ わ れ は1962年 か ら 喀 疾 中 に

sporadicallyに 出 現 す るscotochromogensを 集 め て き

た が,今 まで 得 られ た も の は 約80株 で,こ れ らは す べ

て ・V・scrofulaceumと 同 定 され た4)。 こ の 中 に1例 だ け

rapidgrowerが あ り,こ れ が 井 上 株 で 今 回M.Para-

fortuitumと 同定 した(表2の 成 績 と 文 献22のM.

Paγafortuitumの 記 載 参 照)。 井 上 株 は1962年5月 に25

集 落 と して 喀 疾 か ら分 離 され た 。

Mycobacteriumterrae(M.nonchromogenicum)

お よ びMycobacteriumnovumに よ る 不 全 型 感 染 の可

能性

本 報 で 示 し たsporadicisolatesの 中 で,臼 井 株 と森

株 よ1回 の 排 泄 のみ な の で,い ま の と ころ 問 題 に な らな

い。 しか し筒 井 株 と宮 地 株 とは 少 数 集 落 ず つ で は あ る

が,4回 の 排 泄 が 認 め られ た 。 この 両 例 の排 菌 状 態 と病

歴 の 概 要 を表3に 示 した。

この2例 は 日比 野23)・ 山 本 な ど24)の い わ ゆ る非 定 型 抗
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Isolate-nonphotochromogenicMycobacteria
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S=serineGc=glucosamineA=acetamideB=benzamideM=monoethanolamineT=trimethylenediamine
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酸菌 感染の範疇 には入 らないが,か といつてたんなる迷

入 とも考 え られ ない。 その理 由 として次の点が あげ られ

る。

(1)先 に青木な ど25)は非定型抗酸菌 の出現状況 を統

計的に考察 した結果,同 一患者か ら3回 以上(同 一菌 と

考え られ る)非 定型抗酸菌が排泄 された場 合ぱ,た んな

る環境 よ りの迷入以上の ものがあ ることを 示唆 し て い

る。われ われ の筒井例お よび宮地例では4回 の排泄が認

め られ てい る。

(2)両 例 とも病歴 が長 く,萎 縮 病巣 と気管支拡張症

を有 してい る。長 い病歴 の前 半 または大部分はおそ らく

は結核菌 に由来 した病 変であつたろ う。 しか しわれわれ

が系統的 に観察 を始め た1966年7月 以降は,抗 酸菌の

排泄がみ られ たのは4回 で(1967年4月 まで),こ れ ら

抗酸菌はM.110VUMま たはM.terraeと 考 え るべ きも

の であつた。すなわ ち結核菌 の排 出は証 明 され ない。

(3)消 極的な 材料 ではあるが,ツ 反応 の結果 は人型

結核菌 よ りもA4.intracellulareに 近縁の菌株に 感染 し

てい ることを示唆 してい る。01dtuberculin2,000倍 液

0・1mlに 相当の π(π0.15mcg'0・1mlを0・1ml)を 皮

内注射 して48時 間後 に 判 定 した結果 では,2例 とも

「nonPhoto蒲 生 π」 に対 す る反 応 の ほ う が 「H37Rvπ 」

に対 す る 反 応 よ り 強 い。 す な わ ち 「nonphoto浦 生 π」

に対 して,筒 井 は 硬 結(15×12mm),発 赤 「35×30

mm),宮 地 は 硬 結(15×!5mm),発 赤(30×30mm)

を 示 した が,rH37Rvπ 」 に 一対一して は,筒 井 は 硬結 な し,

発 赤(15×23mm),宮 地 は硬 結 な し,発 赤(5×5mm)

の 反 応 を 示 した 。(1967年6月 施 行)

(4)両 例 の 特 徴 と して,上 述 の ご と く拡 張 気 管 支 を

有 す る陳 旧 性 病 変 を示 し,一 般 状 態 は 良好 で あ る。 両 例

と も1964～66年 に は 年2～3回 の微 量 排 菌 を示 して い

る(こ の 排 菌 が 人 型 結 核 菌 で あつ た か,非 定 型 抗 酸 菌 で

あ つ た か は 現 在 知 る 由が な い)。 注 目され る の ぱ,表3

に 示 す ご と く両 例 と もethambuto1以 外 の 抗 結 核 剤 に耐

性 を示 す に もか か わ らず,経 過 は 良 好 で あ る。 赤 沈1時

間 値 も最 近3年 来,宮 地 は 平 均6mm,筒 井 は5mm

で あ る。

以 上 の所 見 か ら,宮 地,筒 井 の2例 は,た ん な るL壌

菌 の 迷 入 で は な く,お そ ら くは 結 核 に よつ て惹 起 され た

気 管 支 拡 張 性 の 陳 旧 病 巣 に,M・!01つ'αoま た はM・nozntm

か 下顕 性 感 染 を 惹起 した 足.のと考 えた い 。
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Table3. TwoCasesExcretingSporadicallyNonphotochromogenicMycobacteria

Case Tsutsui MiyaJl

Sexandyears(in1966) Male;52yearsold 1Male;38yearsold

Onsetofpulmonarydisease 1949 1948

Formofpulmonarydisease 　

…upperlobe

N。dular.indurativepr。cess。fieftEResecti。n。frightupPerl・bein
1957;bronchorrhoe

Chemotherapy(from
March1967)

July1966to Isoniazid-sulfisoxazole

Excretionoftuberclebacilli(fromINegative
January1966toMarch1967)

認鯉 言識C艦 言鼎 噛跳鴛
permedium)

Identification

_一 一一 一一 一一一一 一一 一 匿

1舗 猛 羅6916)

1蹴b呈6619曽)(4)
I
IMycobacteγiu〃Znovum

1-一 一一 一一 一一

Isoniazid-ethionamide-sulfisoxazo.

1e(untilJanuary1967);etham-

buto1-ethionamide(February1967);

isoniazid-ethionamide(March1967)

1-____一

Negative

(4)July19661
September1966(12)
September1966(bis)(2)
February1967(20)

L_

lMycobacteriumterrae

Resistancetoantituberculousdrugs
(L6wenstein-Jensenmedium):(*)

髄

欝

m
cs

lEB

(5μ9/ml)

(0.1μ9/ml)

(1μ9/ml)(25
μ9/ml)

(25μ9/ml)

(25μ9/ml)(2
μ9/ml)

十
十
十
十
十
十

lSM(5μ9/ml)
INH(0.1μg/ml)

PAS(1μ9/ml)

KM(25μg/ml)

13ぎ((25μ9/ml25μ9/mり)

lEB(2μg/ml)

十
十

十
十

十
十

(*)SM=dihydrostreptomycinsulfate,INH=isoniazid,PAS=sodiump-aminosalicylate,

TH=ethjonamide,CS=cycloserine,EB=ethambutol

KM・kanamycinsulfate,

Table(SupPlement).PreliminarydifferentiationTableforMycobacteria
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0・2タ6PAS=OgawaeggmediumcontainingO・2%sodiump-aminosalicylate(Tsukamura ,M.,1961).

NH20H=Ogawa¢99mediumcontaininghydroxylaminehydrochloride(Tsukamura,M ,1965a).

0・1%salicylateSautonagar=SautonagarcontainingO.1%sodiumsalicylate(Tsukamura,M.,1965b、

*Blackeningofmedium .

PicricacidSautonagar=Sautonagarcontainingpicricacid(Tsukamura,M .,1965c).

Arylsulphatase=(Kubica&Vesta1,1961).

Niacin=(Konno,1956;Konno,1963).

Nitratereduction=(Virtanen,1960).

TCHmedium=Ogawaeggmediumcontaining10μ9/mlthiophene-2-carbonicacidhydrazide(B6nicke,1958).

Amidases=(B6nicke,1962).A=acetamidaseB=benzamidaseU=ureaseI=isonicotinamidaseN=nicotinamida-

seP=pyrazinamidaseSa=salicylamidaseA11=allantoinaseSu=succinamidaseMo=malonamidase
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考 察

非 定 型 抗 酸 菌 を臨 床 材 料か ら発 見 す る方 法 と して,ま

ず 考 え られ る の は分 離 され る全 菌 株 に つ い て,今 野 の

nlaClntestを 施 行 す る こ とで あ る。 しか し この 方 法 は

い うは や す く行 な うは 困難 で,お そ ら く大 部 分 の臨 床 検

査 室 で は実 施 され ず,集 落 の 肉 眼 的所 見 や 耐 性 検 査 の成

績 か ら,非 定 型 抗 酸 菌 が 疑 わ れ る菌 株 に対 して のみ 実 施

され る のが 実 状 で は あ るま いか 。 した が つ て もつ と簡 単

な方 法 で,非 定 型 抗 酸 菌 を 臨 床 材料 か らscreeningす る

方 法 が 望 ま しい 。 本 報 で 示 した 「salicylate培 地 」 お よ

び 「NH20H培 地 」 は,こ の 目的 に 適 うもの と思 われ る。

これ らの 培 地 にcontro1と ほ ぼ 同等 に 発 育 を示 す 菌 株 を

pickupし て,精 密 な 検 査 に まわ せ ば よい。 われ わ れ の

研 究 室 で 「salicylate培 地 」 お よび 「NH20H培 地 」 発

育 陽 性 菌 に 適 用 す る 「第 一 次 同 定 表 」 を 参 考 ま で に

「ApPendixTable」 と して掲 げ る。

これ まで 喀 疾 中 にsporadicallyに 見 出 され るnon・

photochromogensと し て は,"Radishbacilli"26),"J"

9rouP27)お よび"V"group28)29)が 報 告 され て い るが,

最 近Wayne20)に よ つ て"R"にM.terrae,"J"に

M.gastriな る名 が 与 え ら れ た。WayneのM・terrae

は,先 に東 村16)～19)が土 壌 抗 酸 菌 の一一Ptに 命 名 し たM.

terraeと 偶 然 に も一 致 した 。これ らのsporadicisolates

ぱ 従 来 病 源 性 を もた ぬ もの と考 え られ てい た が,今 回 わ

れ わ れ は 喀 疾 中 か ら4回 排 泄 さ れ たnonphotochromo-

gensを 土 壌 抗 酸 菌M・terraeお よ びM.novumと 同

定 す る と と もに,こ れ らが た ん な ろ迷 入では な く,不 全

型 感 染 あ るい は 不顕 性 感 染 で あ る こ とを示 唆 した。 これ

らの 症 例 で は 抗 結核 剤 に耐 性 の微 量 排 菌 が あ つ て も一 般

状 態 は 良 好 で あ る。 しか し患 者 自 身 は 微量 排 菌 とい う事

実 に 悩 ん で い る。 と くに これ ま で 医師 も患 者 もこ の微 量

排 菌 を 人 型 結 核 菌 と考 え て い た だ け に 問題 は 深 刻 で あ つ

た。 しか しな が ら微 量 排 菌 が 他へ の 感染 の 危険 性 の 少 な

い土 壌 抗酸 菌 と分か れ ば 問題 は違 つ て く る。 これ らの患

者 で は一 般 状 態 が 良 い の で 作業 療 法施 設 に転 出 す る こ と

も考 え られ るで あ ろ う。 これ と と もに微 量 排 菌 を 止 め る

方 法 を考 えね ば な らぬ が,そ の方 法 と して は 表3の 耐 性

検 査 の結 果 か ら,ま ずethambutolの 使 用 が考 え られ る

で あ ろ う。 これ らの 問題 は将 来 に ま つ と して,わ れ わ れ

は従 来 結核 菌 の 微 量排 菌 と考 え られ て い た 症 例 の一 部 に

非 定 型 抗酸 菌 が 存 在す る こ とを 指 摘 した い。 わ れわ れ は

これ らの 症 例 を 「salicylate培 地 」 お よ び 「NH20H培

地 」の 臨床 検査 へ の 適 用 に よ り発 見 で きた 。M・fortuitum

に よ る吉 田 例14),Af.Ierraeの 宮 地 例,M・novumの 筒

井 例 が それ て あ る。

わ れ わ れ の 喋 境 と くに 土 壌 に は 多 数 の 抗酸 菌 が 常 在 し

て い る。A∫.メo〃2擁 π祝,M・terrae,M・novum,M「 ・

59

scrofulaceum,M.Parafortuitum(出 現 頻 度 の 順)が そ

れ で あ る。 これ らの 中 でM・fortuitumとM・scrofuZa一

ごθ襯 は 人 体 へ の 感 染の 可 能 性 が す でに 確 証 され て い る

が,M・terraeお よびMenovumも 不 顕 性 感 染 を 起 こ

す 可 能性 が あ る と思わ れ る(た だ しそ の 意 義 は 前2者 よ

り少 な い で あ ろ う)。 しか し"Batteybacilli"と して 知

られ るM.intracellulareに 一 致 す る抗 酸 菌 をわ れ わ れ

は 土壌 に発 見 した こ とが な い 。M.inlrace"ulareの 起 原

は 今後 の 大 きい課 題 で あ ろ う。

結 論

(1)「Salicylate培 地 」 お よび 「NH20H培 地 」 は ・

臨床 材料 か ら結 核 菌(M.tuberculosisお よびM・bovis>

以 外 の 抗 酸 菌 を 見 出 す 手 段 と して 有 用 であ る。

(2)患 者 喀 疾 か らM・terrae,M・novumお よ び

・M.Parafortuitumを 検 出 した。 宮 地 例 お よび 筒 井 例 は

お の お のM.terraeま た はM.novumを4回 排 泄 し,

不 全 型 感 染 また は 不 顕 性 感 染 で あ る可 能 性 が 示 唆 され た。口
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